
広げよう暮らし守る共同
大津でも日本共産党と市民の共同で…

 

日本共産党推薦の女性医師は

○脱原発、福祉都市宣言で命と暮らしを守る。

○消費税１０％への増税や年金・医療などの連続改

悪に 反対し、安心の社会保障にとりくむ。

○アメリカのルールに従えというＴＰＰ参加にきっ

ぱり反対、地域経済と雇用を支える。

○市政のトップから清潔・公正な姿勢を示し、“市民

が主人公”の行政運営をすすめる。

●民主党が応援する人は

福島原発事故は「収束した」という民主党に推されて、「原発

をなくす」とキッパリ言えず。消費税増税と年金削減など社会保

障の改悪にふれず、「安心して住み続けられる大津へ」と主張。

農業や暮らしを壊す「ＴＰＰへの参加は基本的に賛成」。 自民

党以上に悪い民主党の路線そのまま…。

●自民党が推す市長は

原発の存続は「当然必要」。消費税増税は市税収入が増え、

食料品非課税も「無理なこと」。TPPには「決して反対をする立場

ではない」。不祥事続出、自分も県議選の応援で公用車を使用

し、責任を問われる。

原発撤退・危機管理センター中止・特別支援学校対策 などで…
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写真上は、原発いらない湖南市パレード。

「子どもの命を守るために立ち上がりました」

と訴える若いお母さん、「私がここに立ってい

ることは去年には考えられないことです」と。

写真下は、ＪＡも白衣も、農民、非正規労働

者も参加のＴＰＰ反対の大津昼休みデモ。

対決構図もハッキリ！


